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【住吉】
　それでは、ご紹介を兼ねまして、山崎さんのお話を聞
かれて思われたこと、ご意見などお1人ずつお聞かせく
ださい。
【冨田】
　中越パルプの冨田です。よろしくお願いいたします。
自己紹介からさせていただきます。出身は出水市です。
1984年に入社しました。今年で30周年目を迎え、記念す
べき年に、このような場を提供いただき、まずはお礼を申

し上げます。
　会社に入りまして、ずっとエネルギー畑を歩んできてお
ります。30年間、工場のエネルギーの効率化、省エネに携
わって参りました。
　今日は、山崎さんの講演をお聞きして、今からは人のつ
ながりが大切だと思いました。今までは会社のことだけ、
会社のエネルギーのことだけ考えていましたが、今後は今
日の講演を参考にさせていただきながら、薩摩川内市に
育てられてきた会社ですので、皆様とのつながりを大事に

して恩返しをしていく、エネルギーをみなさんと共有して
いくということも視野に入れながら検討していきたいと思
います。
【住吉】
　はい、ありがとうございました。それでは、橋渡さんよろ
しくお願いいたします。
【橋渡】
　“ 今日もまた、女性はわたし、ただ1人” ですが、頑張り
たいと思います。
　昨年もこのようなエネルギーのシンポジウムがあった
そうですが、私は全然知りませんでした。自分は全然興味
がなかったし、自分に関係があるとも思えませんでした。
山崎さんの著書に『コミュニティデザインの時代』があり
ますが、その中に、熱い行政職員というお話が出てきます。
薩摩川内市役所に新エネルギー対策課がありますが、そ
の中に、熱い方がいらっしゃいまして、これまでに３回ほど
勉強会をさせていただきました。
　私は、今日は女性として、妻として、母として、主婦とし
て、自治会として、市民として皆様とともにお話をし、学ん
でいきたいと思います。
　出身は長野県です。純心女子大学ができた時に、夫が
そこで務めることになり、20年前にやって来ました。今日
はよろしくお願いいたします。
【住吉】
　はい、ありがとうございました。次に向野さんお願いし
ます。
【向野】
　今日は、こんなにたくさんの皆さんにお越しいただきま
して、本当にありがとうございます。行政代表で参りまし
た。昨年もこのようなシンポジウムをさせていただきまし
たが、非常に寂しい思いをしました。１年経ってみて、少し
ずつですが、つながってきているのかなという気がしてい
ます。
　私たちは、２年前に市役所の企画政策部に立ち上がっ
た若い課です。あっち行き、こっち行きしながら、いろんな
事にぶつかり、押したり引いたりしながら、とにかく、多く
の方とつながり、皆と一緒にやっていきたい、地域を盛り
上げたいという思いで仕事をしてきました。

　今日は山崎さんお話の中に、仲間づくりのヒントをたく
さん得たような気がします。
　行政は一方的なアプローチに終始する感じがあります
が、少し見方を変えてみると、従来の出口であった所を入
口として捉えてみる。あるいは、入口と出口の間に本当の
入口があるかもしれません。このように物の見方を変えて
みる柔軟さが大事だと感じ、また、行政は主体になった
り、脇役になったりと、まるでカメレオンのような存在であ
るべきだな思いました。この時に皆さんと、私どもをつなぐ
キーワードは、“次世代エネルギー”だと再認識しました。
　私は福岡県出身の九州人でございます。どうぞよろしく
お願しいたします。
【住吉】
　はい、ありがとうございました。
　山崎さんのお話の中で、「はぁ～、なるほど、すごいです
ね」の３つの言葉に感激しました。私はこれまで、学生に
上から目線で、30数年間講義してきましたが、同じ目線で
接しないといけないと反省しております。今日のお話は結
局そういうことだったのかなと思います。例えば、私は大
学におりますが、大学と地域を考えた時、大学は地域に何
かしてあげないといけないではなく、対等にお互いに学び
あいましょうということが大切だと思います。
　今、皆様方に一通りお話ししていただきました。
　薩摩川内市は、エネルギーというキーワードでまちづ
くりを進めていますが、エネルギーを皆で作って、皆で使
うことにつきまして、山崎さんからもう少しお話いただけ
ますか。
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【山崎】
　今日、私がお話しさせていただいたことは、個人個人の
人たちが使うエネルギーをどうやって作っていくかを念頭
に置いております。企業やプラントに必要な地域のエネル
ギーに対しては別の視点が必要です。エネルギー消費量
を考えた時に、個人が生活で使うエネルギーは大きな比
率を占めていますので、ここの部分を変えていくというお
話です。
　エネルギーのために自分たちで動くのではなくて、別の
目的でつながり、楽しいことをしながら、エネルギーの使
い方や作り方をちょっと変えていこうという方向性がある
のではないかと思います。
　エネルギーのために集まると1つの“テーマ型コミュニ
ティ”になってしまう。エネルギー大好き人間たちが集ま
るコミュニティになるわけです。これでは広がっていかな
い。先ほどデパートの例でお話ししましたように、デパート
と関係のない人にデパートに関わるきっかけを作る。同じ
ように、違う分野で活動している人たちにエネルギーに関
わってもらうきっかけを作っていくことが、まちづくりにお
けるエネルギー政策の1つではないかと思います。
【住吉】
　はい、ありがとうございます。
【橋渡】
　先ほど、３回ほど勉強会をさせていただきましたと申し
上げましたが、勉強する中で、今回のエネルギーについて
すごく考えることがありました。
　エネルギーは、私たちの目的ではないと思います。私た
ちは、生活の中で考えることがたくさんあります。環境、健
康、食品、年金、保険、税金などたくさんありますが、エネ
ルギーもその中の1つと思います。
　例えば、健康のことは、昔は、普通に生活していればよ
かったけれども、生活習慣病が叫ばれるようになり、私た
ちは健康に対する意識が向上したわけです。
　エネルギー・電気のことを考えると、私たちは電気を
当たり前に使っていますが、ちょっと立ち止まって考えて
みると、今ではエネルギー・電気がないと死んでしまう人
たちもいます。IT も電気がないと使えません。実は、私た

ちの生活はものすごくエネルギーに依存しているわけで
す。エネルギーに依存している以上は、どのようにエネル
ギーを守り、エネルギーを大切にしながら生きていくかを
私たちは学ぶべきだと思います。それは、自分の健康を守
るのと同じくらい、自分たちの生活の中できちんと大切に
していくべきことと思います。　
　今回の勉強会で、私は得した気持ちです。エネルギーに
ついて学び、話し合ったりすることは、薩摩川内市だけで
はなくて、皆に必要なことと思います。
【住吉】
　今、橋渡さんがおっしゃったように、私も大学の講義で
地球温暖化やエネルギーの話をするとかなり縁遠い話に
なります。また、いろんな場でエネルギーを話題にしても、
やはり人とつながらない状況があります。
　こういったところを変えていくのが本日のテーマになっ
ておりますが、向野さんどうでしょうか。
【向野】
　薩摩川内市の取り組みをご紹介させていただきます。
今年の３月に薩摩川内市が策定いたしました「次世代エ
ネルギービジョン」というものがあります。まちが抱えるい
ろんな課題をエネルギーというキーワードから解決して
いこうというエネルギー面での処方箋を提示する内容の
ものです。10年後、20年後こんなまちになって欲しいとい
うありたい姿を盛り込んだ市の未来像です。
　具体的な案件をまとめたものとして行動計画を作って
おります。未来像を提示し、そこに着地するための具体的
な取り組みを取りまとめました。
　私たちが目指していることは、対等なパートナーシップ
です。私たちは仲間づくりをしたいのです。これまで、行政
がいろんな施策を行う際、自分たちの思いで行ってきたと
ころがあります。求められていることと提供するものとのミ
スマッチがあったかもしれません。従いまして、いろんな事
業を行っていく時には、立場を超えて、事業者さん、市民
の皆さん、教育機関の皆さんなどと手に手を取り合い、皆
で一緒に、まちづくりをしたいと思っています。
　私たちが行いたいのはまちづくりです。キーワードはエ
ネルギーです。エネルギーを作ったり、使ったりしながらま

ちづくりを進めるということです。この場合、皆さんがしっ
かりとつながっていくことが大事です。
　今まで、私たちが行ってきたことは、皆さんとしっかり向
き合い、車座になって、お話しをさせていただくというもの
でした。新エネルギー対策課は、出来て２年程になります
が、２年程の間にいろんな施策を知っていただく、仲間に
なっていただくことを目的に、昼夜問わず、なるべく出向い
て行くことをしてきました。
　薩摩川内市には48の地区コミュニティ協議会がありま
す。地区コミュニティ協議会や青年会議所、高校、大学な
どに行き車座になって皆と意見交換をしてきました。取り
組み始めて２年程になりますが、延べ90回程の意見交換
をさせていただき、約2,000名の方とお会いし、意見交換
をさせていただきました。しかしながら、まだしっかりとし
た仲間づくりができていないのではないかと思います。市
民のみなさんに求められていることをきちんと行っていな
いのではないかと感じています。
　では、私たちはどういう風に行ったら良いのかと言いま
すと、皆さんからお伺いしたことを聞いたままにしないこ
とが大事だと思います。何らかの形でしっかり返していく。
きちんとコミュニケーションを取っていくことが必要だと
思います。仲間づくりをするにあたっては、皆さんに参加し
ていただけるような環境づくりやきめ細かな普及啓発を
進めていく必要があると思います。
　例えば、今年度の事業ですが、川内駅の東口に“スマー
トハウス”を作ります。皆さんに集まっていただき、実際に
エネルギーの作り方や使い方を体験していただきながら、

いろんなアイディアをいただきたいと思っております。ま
た、いろんなきめ細かなメニューづくりをしないといけな
いわけですが、圧倒的に欠けているのが若い人の参加で
す。若い人を誘う方法はいろいろありますが、その1つに
“ お笑い ” があると思います。来年２月に生涯学習フェス
ティバルを行いますが、その時に、吉本興業の芸人さんに
来ていただき、笑いながらエネルギーの勉強をしていただ
きます。
　また、今年の３月にエフエムさつませんだいが開局しま
した。地域にあっという間に根付いたツールですが、コ
ミュニティエフエムを活用しない手はないと思います。今
日のシンポジウムの宣伝も何度となく行って参りました。
　さらに『もっともっと地球となかよく。エネルギーとなか
よく。』というブックレットを作成しました。これは児童、生
徒に向けたエネルギーのことをもっと知ってもらい、その
上で、エネルギーのまちの市民として、自分たちのまちの
将来を考えて欲しという願いを込めて作成したものです。
　要するにきめ細かな環境整備とか様々なメニューを提
示し、仲間づくりをしていきたいというのが私たちの思い
です。小学校へ出前講座に行った際、このブックレットは
たいへん好評でした。このブックレットの中に、“「知る」「考
える」「話す」そして、なかよくなろう。”と書いてあります。
つまり、いろんなことを皆さんに考えていただくきっかけ
を、１つでも多く私どもが作っていきたいと思っているわ
けです。
　山崎さんのお話と私どもの話をどういう風に融合して
いくのかをしっかりと考えていきたいと思います。








